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The purpose of this study is reveal the garden logic, which it is in the garden of the samurai residence in Edo. 
In the Edo period, there were more than 1000 samurai residences gardens in Edo. And in these gardens, 
there was a fixed from depending on times, location, type of residence. I analyze the various pictorial diagrams 
of samurai residences gardens drawn in Edo period. 
Finally, I want to clarify what kind of idea the samurai residences gardens in Edo was made. 
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１．	はじめに 
江戸時代、江戸には数百の藩が存在し、江戸後期には
300 弱の藩があった※1。各藩が上・中・下屋敷を持ち、そ
の全ての大名屋敷に庭園があったとすると、かなりの数
の大名庭園が存在していたといえる。実は、これらの大
名庭園を見ていくと、時代、立地環境、屋敷の種類によ
って定型が存在していたことが分かるが、その膨大な数
ゆえに、未だ体系的に明らかになっていない。これらの
庭園が作られた背景には、一体どのような論理が存在し
たのか、解明する必要がある。	
本研究は、江戸武家屋敷の庭園における池泉、築山、
亭などの庭園構成要素の種類や配置の定型を明らかにし、
それらが時代、立地環境、屋敷の種類などの各条件下で
どのように異なるのか、その「作庭の論理」を明らかに
することを目的とする。	
研究方法としては、『復元・江戸情報地図』※2 記載の
大名屋敷の内、屋敷絵図、真景図、文献等の史料から庭
園の様相を把握できた 82 事例に加えて、拝領年代の関係
からこの地図には記載されておらず、同様に庭園の様相
を把握できた 7 事例を主な研究対象とし、古地図と地形
図から庭園空間の復元的考察を行う。	
２．	江戸武家屋敷の屋敷および庭園の基本構成
と立地的展開 
研究対象とした江戸武家屋敷の屋敷および庭園の構成
には、その立地環境によって、以下の二つの基本構成が
あったことを指摘した。 
（１）江戸城周辺武家屋敷の基本構成	
十七世紀前期から江戸城周辺には政治を行う場であり
藩主の居住の場でもある上屋敷が多く立地していた。図 1
は十七世紀前期から江戸城周辺に位置していた岡山藩池
田家上屋敷の屋敷絵図である。このように表御殿と奥御
殿を持ち、それぞれの書院前に書院から鑑賞するための
庭園を持つという構成は時代を問わず研究対象とした江
戸城周辺武家屋敷のほとんどで当てはまっており、上屋
敷を中心とした江戸城周辺武家屋敷における基本構成と
言える。この基本構成がベースとしてあり、敷地の大き
さによって御殿が大きかったり、庭園が回遊も可能であ
ったりといった違いがあった。 
図 1 岡山藩池田家上屋敷絵図（『江戸御本屋敷絵図』文
化 2 年(1805)	池田家文庫岡山大学附属図書館蔵	 より作
成） 
（２）江戸郊外武家屋敷の基本構成	
十七世紀前期から江戸郊外には、主に別荘として下屋
敷を中心とした武家屋敷が多く立地していた。図 2 は江
戸郊外に位置していた盛岡藩南部家下屋敷の屋敷絵図で
ある。このように江戸城周辺武家屋敷における基本構成
に「後園」※3 と呼ばれる御殿から分離した回遊式庭園が
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加わったものが江戸郊外武家屋敷における基本構成とな
っていた。これも時代を問わず研究対象とした江戸郊外
武家屋敷のほとんどで当てはまっていた。これらの「後
園」は江戸城周辺武家屋敷の庭園よりも広い分、時代や
立地環境によってその特徴がより顕著に見られるため、
次章からは、これらの庭園を拝領年代で分け、その作庭
論理を探っていく。 
図 2 盛岡藩南部家下屋敷絵図（『盛岡藩南部家麻布下屋
敷絵図』文化 3 年(1806)	 江戸東京博物館蔵	 より作成） 
３．	江戸郊外武家屋敷の庭園における主要素 
研究対象とした江戸郊外武家屋敷の庭園には、庭園が
作られた時代によって主に以下の四つの要素を見ること
ができた。 
（１）茶事の庭園	
江戸時代を通して庭園内における中心施設として茶事
が可能な施設が設けられていたことが分かった。また、
これらの施設から眺めた景観が園内における最上の景観
であることが多かった。江戸郊外武家屋敷の庭園におい
ては茶事の要素が必要不可欠であったことを指摘した。	
（２）十七世紀後期の庭園における円錐形築山	
十七世紀後期に拝領された江戸郊外武家屋敷の庭園内
の多くで円錐形築山を確認でき、これらが園内における
主要な鑑賞対象物であると同時、園外眺望のための施設
であったことが分かった。また、これらは立地環境を問
わず実に様々な庭園に作られており、十七世紀後期の江
戸武家屋敷の庭園における一つの流行であった。また、
十七世紀前期に拝領されていた江戸郊外武家屋敷の庭園
においても十七世紀後期以後になって新たに築かれてい
たことを指摘した。	
（３）十七世紀後期の庭園における見立て	
江戸郊外武家屋敷の庭園では、特に十七世紀後期にお
いて多くの見立てが表れるようになることを指摘した。
様々な日本や中国の名所がモチーフとされ、同時にそれ
らは園内における核をなす景観として用いられていた。
そのため、園内中心施設から眺められるように作られて
いることが多かった。	
（４）江戸後期におけるコレクションの庭園	
江戸後期になると、いわばコレクションの庭園と呼べ
るような庭園が現れ始めることを指摘した。それ以前か
ら、庭園内で趣味として集めた植物を育てたりすること
はあったが、「奇怪な」「珍しい」ものを庭園内に散り
ばめる行為は江戸後期になって多く見ることができるよ
うになる。	
４．	江戸郊外武家屋敷の庭園における池泉眺望中
心施設とその配置 
研究対象とした江戸郊外武家屋敷の庭園における池泉
眺望中心施設とその配置に注目すると、庭園が作られた
時代によって以下の特徴を見ることができた。 
（１）十七世紀前期	
研究対象の内、十七世紀前期に拝領された江戸郊外武
家屋敷の庭園における池泉眺望中心施設とその配置につ
いて分析した結果、これらの施設からの池泉眺望の多く
は閉じた空間の中で完結していたことが分かった。水戸
藩徳川家上屋敷は十七世紀前期の拝領当時は下屋敷だっ
たため後園を持っていた。図 3（左）を見ると、池泉の中
央に架かっている橋の中央に月見台が設けられており、
水戸光圀時代の十七世紀後期には儒学者を集めてここか
ら庭園を眺め、絶景と賞賛していたことが分かっている※
4。この月見台の正面には池泉の背後に「小廬山」という
人工の築山が聳え立っていた。この山は 1640 年にはあっ
たことが分かっており※5、この景観も十七世紀前期には
あったと考えられる。ここで、注目したいのがその立地
環境で、図 3（右）を見ると、敷地の北西部分を除いて大
部分が台地上の低地部に立地している。庭園の北側から
ちょうど⾼台部分になっているが、この部分は⾃然地形
をそのまま活かし、園内の⼭の⼀つとして「⾒越⼭」と
命名されていた。それ以外の部分では「小廬山」を含め、
池泉を囲むようにして、⼈⼯的に築⼭を配置することで、
周囲から閉じた空間を作り、その中に池泉眺望を完結さ
せていた。⼀⽅、同じく十七世紀前期の拝領当時は下屋
敷だった加賀藩前田家上屋敷では、図 4 を見ると、池泉
の南端に傘御亭という亭があり、ここから池泉が奥行き
を持つ方向に配置されている。この亭は記録から十七世
紀前期にはあったことが分かっている※6。園内には十八
世紀前期に 3.(2)で述べたように当時の流行で新たに作ら
れた栄螺山という築山があるのみで、それ以外に築山は
見られない。実は、この池泉庭園は敷地内の谷戸空間に
作られており、人工の築山をほとんど配置せず、自然地
形をそのまま生かした閉じた空間の中で池泉眺望を完結
させていた。池泉の周囲に人工的に築山を配置すること
で周囲から閉ざした環境を作り出していたものがあった
一方、谷戸空間に作られた庭園では、既存の自然地形を
そのまま生かすことで築山を作ることなく、周囲から閉
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ざした環境を作り出していた。	
	
図 3 左：水戸藩徳川家上屋敷庭園図（『後楽園宝永火災
以前之図』1700 年前後	 (財)水府明徳会蔵	 より作成）、
右：水戸藩徳川家上屋敷庭園地形図（カシミール 3D より
作成）	
図 4 加賀藩前田家上屋敷庭園真景図（『育徳園』江戸後
期	 『東京市史稿』所収	 国立国会図書館蔵	 より作成）	
（２）十七世紀後期	
明暦の⼤⽕後、⼗七世紀後期を中⼼に江⼾郊外には急
激に下屋敷や抱屋敷が増え、上⽔や埋⽴ての技術の発達
によって、湧⽔を得るのが難しい平坦な台地上や海岸沿
いの埋⽴地にも池泉庭園が作られるようになった。研究
対象の内、十七世紀後期に拝領された江戸郊外武家屋敷
の庭園における池泉眺望中心施設とその配置について分
析した結果、これらの施設からの池泉眺望の多くは園内
で完結せず、園外にまで及んでいたことが分かった。そ
してこの点は園内中心施設からの景観が園内で収まって
いた十七世紀前期のものとは異なる点であることを指摘
した。十七世紀後期に拝領され、海岸沿いの埋⽴地にあ
った鳥取藩池田家下屋敷では、図 5 を⾒ると、園内には
富⼠⼭を模した象徴的な築⼭が四つ配置されているが、
これは 3.(2)で述べた円錐形築⼭である。屋敷は背後に江
⼾湾が広がる場所に位置しており、「雲濤楼」という楼
閣建築の鑑賞⽅向に沿って池泉が奥⾏きを持つように配
置され、その先に江⼾湾が広がる構成になっている。海
岸沿いという⽴地を⽣かして遠⽅眺望を意識して作られ
ていた。	
図 5 鳥取藩池田家下屋敷絵図・庭園部分（『因州候江戸
芝金杉別荘園池図』天保 7 年(1836)	 国立歴史民俗博物
館蔵	 より作成）	
また、同じく⼗七世紀後期に拝領され、平坦な台地上
に⽴地していた熊本藩細川家下屋敷では、図 6 を⾒ると
池泉鑑賞のための施設が設けられており、そこから池泉
を眺めた先には富⼠⼭を模した築⼭が聳え⽴っているが、
これも 3.(2)で述べた円錐形築⼭である。池泉の周囲には、
この築⼭以外に築⼭はほとんど⾒られない。ここで、池
泉鑑賞⽅向に注⽬すると、その⽅⾓は南であり、本物の
富⼠⼭がある南⻄の⽅⾓と近い。この屋敷の周囲は幕末
まで⽥畑が広がるような環境であり、池泉の背後に本物
の富⼠⼭が望めた可能性が⾼いと⾔える。 
実はこの庭園構成は熊本藩細川家の国元にある⽔前寺
成趣園と酷似しており、図 7 のように、この庭園にも富
⼠⼭を模した築⼭が池泉背後に配置されており、その背
後に広がる東⽅の阿蘇の⼭々とともに望むことができた。 
図 6 熊本藩細川家下屋敷絵図・庭園部分（『戸越御屋敷
惣御差図』寛文 11 年(1671)	 永青文庫蔵	 より作成）	
 
図 7 水前寺成趣園真景図（『水前寺庭中之図』幕末	 永
青文庫蔵	 より作成）	
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これを踏まえると、熊本藩細川家下屋敷の庭園内にお
ける池泉鑑賞施設からも、富⼠⼭を模した築⼭とともに
本物の富⼠⼭を望めたと考えられる。このように園外眺
望を意識した上で建物や築⼭の位置が決められていた。 
（３）十八世紀以後	
⼗⼋世紀以後になると、武家屋敷の範囲の拡⼤は停滞
し、屋敷の獲得は相対替や抱屋敷の購⼊などに限られ、
十七世紀後期を中心に作られたような大規模な庭園は作
られなかった。このような状況の上、作庭書が普及した
ことが重なって十八世紀以後には立地環境、屋敷地面積
に関わらず似たような庭園構成を有す武家屋敷が多く出
現した。研究対象の内、十八世紀以後に拝領された江戸
郊外武家屋敷の庭園を分析した結果、図 8 のような定型
があることを示した。この定型における庭園の池泉は細
長く、座敷に対して池泉が奥行きを持つ方向に配置され
ている。池泉の脇に配置された築山や池泉にせり出た出
島により遠近感を演出しており座敷からの鑑賞が主であ
ることが分かる。そしてこの定型が元々、楼閣建築から
の園外眺望を意識して作られた庭園構成であることを指
摘した。しかし、園外眺望を目的としない庭園において
も定型としてこの構成が用いられるようになったことを
示し、十八世紀以後、立地環境や屋敷地面積に関わらず、
この構成が一つの定型になっていたことを指摘した。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 8 十八世紀以後江戸郊外武家屋敷定型庭園図 
（４）十九世紀前後	
⼗⼋世紀以後、定型化した庭園が多く⾒られるように
なった⼀⽅で、特に⼗九世紀前後になると、⾵光明媚な
郊外を中⼼に新たな作⾵の庭園が⾒られた。研究対象の
内、十九世紀前後に拝領された江戸郊外武家屋敷は、そ
のほとんどが風光明媚な立地環境を有していた。それら
の庭園における池泉眺望中心施設とその配置について分
析した結果、⼗七世紀後期に作られた庭園に⽐べ、より
園外眺望に対して積極的な意思が強く⾒られ、池泉庭園
よりもむしろ園外の⾵景を庭園と⾒⽴てて眺望を⾏って
いたことが分かった。十九世紀に抱地購入によって作ら
れ、深川の海岸沿いの埋⽴地にあった⽩河藩松平家抱屋
敷では、図 9 を⾒ると、三つの築⼭があり、それぞれの
築⼭の上には眺望施設が配置されていた。十九世紀の記
録によると、江⼾湾を池泉に⾒⽴てて作庭されたことが
分かっており※7、さらに施設からは房総の⼭々や富⼠⼭
など、遠⽅の⾵景が望めていた。海に⾯しているため、
堤防が作られているが、それよりも⾼い築⼭を築き、そ
の上に施設を配置することで遠⽅眺望を獲得していた。
⼀⽅、同じく十九世紀に抱地購入によって作られ、隅⽥
川に⾯していた姫路藩酒井家抱屋敷の庭園内の楼閣建築
からは隅⽥川を池泉と⾒⽴てて眺望が⾏われていた。こ
れも堤防があったが、⾼楼にすることで園外⾵景を獲得
していた。以上のように、江戸時代において最も強い園
外眺望の獲得に対する積極性の表れを指摘した。	
	
	
図 9 左：白河藩松平家抱屋敷庭園図（『深川入船町御邸
松月斎真写之図』江戸時代の写し	 国立国会図書館蔵	
より作成）、右：姫路藩酒井家抱屋敷絵図・庭園部分（『隅
田川御屋鋪全図』江戸時代の写し	 国立国会図書館蔵	
より作成）	
５．	結論 
江戸武家屋敷の庭園における基本構成を明らかにし、
郊外の庭園を中心に時代や立地環境を考えながらその定
型と作庭論理を明らかにした結果、常に周辺環境を考え
ながら庭園が作られており、時代を経るにつれて園外眺
望に対する積極性が増していったことを明らかにした。 
	
注釈	
1)東京都江戸東京博物館監修	『大江戸図鑑［武家編］』
朝倉書店、2007 年	
2)	児玉幸多ら『復元・江戸情報地図』朝日新聞社、1994
年	 『復元・江戸情報地図』とは安政 3 年（1856）の江
戸とその周辺を 6500 分の 1 地図 36 面で構成し、同一地
域の現代の東京市街地図に江戸期の『沿革図書』や『諸
向地面取調書』といった幕府資料を重ね合わせて完成さ
れた地図である。	
3)	田村剛『江戸初期の庭園特に後樂園に就て』建築雑誌	
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